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計画策定の趣旨
本計画は、こども基本法の施行やこども大綱の策定趣旨を踏まえ、市町村こども計画を含めた

「第３期はびきのこども夢プラン」を策定します。

関連計画との関係
本計画の策定にあたっては、「こども大綱」及び「大阪府子ども計画」の内容を勘案し、他の関連

計画に掲げる施策等と整合を図りながら、総合的・一体的に施策を推進します。

計画の対象
妊娠期から乳幼児期を経て青年期に至るまでの、心身の発達の過程にあるこども・若者とその
家庭を対象とします。

計画期間
令和７（2025）年度から令和11（2029）年
度までの５年間を計画期間とします。なお、計
画期間内であっても、必要に応じて適宜、計画
の見直しを行うことがあります。

羽曳野市

羽曳野市総合基本計画

はびきのこども夢プラン
本計画

羽曳野市地域福祉計画

◇こども計画

◇子ども・子育て支援事業計画

◇次世代育成支援行動計画

◇こどもの貧困の解消に向けた対策に

　ついての計画

◇子ども・若者計画

◇ひとり親家庭等自立促進計画

◇成育医療等基本計画

を一体的に策定

関連計画

○羽曳野市障害児福祉計画

○健康はびきの２１計画

○羽曳野市食育推進計画

○羽曳野市自殺対策計画

○羽曳野市教育振興基本計画

○羽曳野市教育大綱

○羽曳野市子ども読書活動推進計画

○羽曳野市人権施策基本方針及び

基本計画

○羽曳野市男女共同参画推進プラン

○その他関連計画

整合

国

大阪府

こども大綱

大阪府子ども計画

勘案
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いっしょに育とう
ひとりじゃないよ！

基本理念

基本目標・分野別施策

いっしょに育とう
～こども・若者が輝き、未来への夢と安心をはぐくむまち、はびきの～

ひとりじゃないよ！

こども・若者の育ちをともに支える社会づくり
基本目標１

（２）多様な体験、活躍できる機会の確保（１）こども・若者の権利を大切にする意識の向上

（３）安全・安心な育ちの環境整備

（２）感染症対策の充実（１）妊娠期から青年期までの保健・医療の充実

（２）障害のあるこどもや医療的ケアを必要とするこども
　   とその家庭への支援

（１）こどもの貧困の解消に向けた対策の推進

（３）困難を抱えるこども・若者への支援

こども・若者への切れ目のない保健・医療の提供
基本目標２

支援を必要とするこども・若者とその家庭への支援の充実
基本目標３

ライフステージに共通する施策に関する基本目標

地域、社会において、こども・若者の個人の尊重と権利擁護が図られ、社会全体でこども・若者を守り育
てていくことができる環境づくりに取り組みます。また、こども・若者が社会の一員として参画し、その意見が
反映されるとともに、安全・安心な環境のもと多様な活躍・体験ができる場の確保をめざします。

妊娠・出産期から社会的な成長の過程にある青年期まで、切れ目のない保健・医療の充実を図ります。ま
た、各世代に応じた健康づくりや医療的支援の体制整備、感染症対策等、すべてのこども・若者が健やかに
育つ環境づくりをめざします。

経済的困難を抱えるこどもやヤングケアラー、発達に課題のあるこども等、自らの可能性を広げていく上
で、特に支援を必要とするこども・若者とその家庭について、関係団体・関係機関と連携して、必要な支援に
つなぐことができる体制づくりを進めます。
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（２）利用者の視点に立った子育て支援事業の充実（１）妊娠前から子育て期までの母子保健の充実

（３）幼児教育・保育の充実

（２）地域で親子の育ちを支える環境づくり（１）子育て世帯への生活を支えるための支援

（３）ひとり親家庭等への支援

（２）悩みや不安を抱える若者やその家族に対する支援（１）希望する進学・就労への支援

（２）多様な居場所づくりの推進

（３）いじめ防止・不登校のこどもへの支援

（１）こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い
　   公教育

未来に向けての青年期を過ごせる環境づくり
基本目標６

子育て家庭や保護者がゆとりを持って子育てに取り組める環境づくり
基本目標７

妊娠・出産の喜びと楽しみいっぱいの子育てを分かち合える環境づくり
基本目標４

のびのび育ち希望に満ちた学童期・思春期を過ごせる環境づくり
基本目標５

ライフステージごとの支援に関する基本目標

子育て家庭や保護者の支援に関する基本目標

成長過程にある青年期の若者や困難を有する若者の進学・就労について、必要な支援につなげること
ができる相談体制や情報提供の充実を図ります。また、学齢期のこどもが大人に成長していくにあたり必
要な知識を習得し、自らの将来を考える機会の提供に努めます。

地域がつながりの中でこどもや子育て家庭を支えることで、子育ての負担や不安を軽減し、保護者がゆ
とりを持って子育てに取り組める環境づくりを推進します。また、総合的・包括的な子育て支援の充実によ
り、希望を持って子育てに取り組むことのできる社会の形成を図ります。

妊娠・出産期から切れ目のない子育て支援サービスが提供され、安心してこどもを産み育てることがで
き、喜びと楽しみいっぱいの子育てを分かち合える環境づくりをめざします。特に就学前のこどもと子育て世
帯を対象として、質の高い教育・保育の提供や利用者の視点に立った子育て支援事業の充実を図ります。

確かな学力、豊かな心、健やかな体を育み、児童・生徒がいきいきとした学校生活を送ることができるよ
う、魅力と活力に満ちた信頼される学校教育を推進します。また、地域と連携した居場所づくりや放課後児
童健全育成事業（学童）等、学齢期のこどもが地域や多世代と交流しながら、活躍・体験ができる場の確保
をめざします。
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重要な視点と取り組み
１ こども・若者が主体となり、活躍できる社会の実現

こども・若者を支援の対象として位置付けるだけではなく、権利の主体として意見などを尊重し、
こども・若者に関する事業・施策に反映させる取り組みを推進します。

こども・若者の
意見表明・意見聴取の
機会の確保と充実

こども・若者の
主体的な参画・活躍の

機会の充実
啓発・情報提供

２ ライフステージに応じた切れ目のない支援の充実

妊娠・出産期からこどもの成長過程に応じた必要な支援が提供され、成長した若者が次代の親
となっていく、ライフステージの各段階に寄り添う体制の確保に取り組みます。特に支援を必要と
するこどもや保護者に寄り添い、自立や成長を支援する取り組みを推進します。

こども家庭センター
機能の充実

支援を必要とする
こどもと保護者への
支援の充実

こども・若者の支援

３ 子育て当事者の多様なニーズへの対応

子育て環境の充実・強化を図るため、子育て当事者の多様なニーズに即した子育て支援に関
する取り組みを推進します。

継続的な
待機児童ゼロの実現

地域子ども・子育て
支援事業の拡充 こどもの遊び場の整備

施策１ 施策２ 施策３

施策１ 施策２ 施策３

施策１ 施策２ 施策３
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必要事業量の見込みと提供体制

就学前教育・保育の認定区分

就学前教育（１号認定）

就学前保育（２号認定）

就学前保育（３号認定）

令和７年度（2025）

99 108 102 104 106

145 139 142 127 122

157 149 143 147 132

401 396 387 378 360

1,181 1,071 1,086 1,131 1,131

396 421 389 388 386

406 402 427 396 393

410 405 400 425 396

1,212 1,228 1,216 1,209 1,175

1,219 1,214 1,274 1,284 1,284

３歳児

１号認定

２号認定

３号認定

４歳児

５歳児

合計

確保の合計

令和８年度（2026） 令和９年度（2027）

量の
見込み

３歳児

４歳児

５歳児

合計

量の
見込み

0歳児

1歳児

2歳児

合計

量の
見込み

認定区分

３～５歳児の幼児期の教育を受ける児童

３～５歳児の保育の必要性のある児童

幼稚園、認定こども園

保育園、認定こども園
地域型保育事業　等０～２歳児の保育の必要性のある児童

提供施設

令和10年度（2028） 令和11年度（2029）
単位：人

単位：人

単位：人

令和７年度（2025）

確保の合計

令和８年度（2026） 令和９年度（2027） 令和10年度（2028） 令和11年度（2029）

令和７年度（2025）

確保の合計

令和８年度（2026） 令和９年度（2027） 令和10年度（2028） 令和11年度（2029）

本市においては、多様化するニーズや環境の変化に対し、隣接する地域や市全体で柔軟な提供
体制を確保することができることから、第２期計画と同様、就学前教育・保育及び地域子ども・子育
て支援事業の提供区域を「全市１区域」と定めます。

107 109 110 111 113

313 313 312 313 313

378 352 350 348 346

798 774 772 772 772

776 795 834 877 877
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地域子ども・子育て支援事業

令和７年度
（2025）

令和８年度
（2026）

令和９年度
（2027）

量の見込み・確保量

【表の見方】 見込み 確保量

事業名

２ ２ ２ ２ ２

２

467 465 462 460 452

465 462 460 452467

1,219 1,253 1,289 1,3491,181

1,219 1,253 1,289 1,3491,181

160 162 165 168157

160 162 165 168157

555 549 544 532565

4,999 5,331 5,660 5,9684,732

4,999 5,331 5,660 5,9684,732

20,291 21,479 22,662 23,76719,373

20,291 21,479 22,662 23,76719,373

8,760 9,127 9,498 9,8428,521

8,760 9,127 9,498 9,8428,521

10,225 10,093 9,957 9,57610,250

10,225 10,093 9,957 9,57610,250

4,659 4,660 4,675 4,6474,671

4,659 4,660 4,675 4,6474,671

507 516 525 528499

507 516 525 528499

563 570 577 586553

563 570 577 586553

7,267 7,192 7,116 6,9657,393

170 170 165 165170

170 170 165 165170

20 20 20 2020

3 3 3 33

3 3 3 33

1,779 1,761 1,740 1,7041,809

1,779 1,761 1,740 1,7041,809

49 48 46 4551

12 22 33 450

191 189 187 182194

191 189 187 182194

20 20 20 200

7,267 7,192 7,116 6,9657,393

555 549 544 532565

２ ２ ２ ２
利用者支援事業

時間外保育事業（延長保育）

放課後児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

子育て短期支援事業

乳児家庭全戸訪問事業

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

一
時
預
か
り
事
業

病児保育事業

妊婦健康診査事業

子育て世帯訪問支援事業

児童育成支援拠点事業

親子関係形成支援事業

妊婦等包括相談支援事業

産後ケア事業

乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）

ファミリー・サポート・センター事業
（子育て援助活動支援事業）

一般型・3～4日型
（旧ひろば型）

一般型・5日型
（旧センター型）

幼稚園での在園児を
対象とした一時預かり

保育園等での一時預かり

連携型

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029） 単位

箇所

人

人

人日/年

人日/年

人日/年

人日/年

人

人回

人回

人

人

人回

人

人回

件
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基
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１

基
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目
標
２

基
本
目
標
３

基
本
目
標
４

基
本
目
標
５

基
本
目
標
６

基
本
目
標
７

指標 現状値（令和５年度） 目標値（令和11年度）

目標・指標

100％ 100％

784人 1,000人

163人 200人

小学生　75.4％
中学生　63.2％

小学生　90.8％
中学生　86.4％

小学生　73.0％
中学生　67.6％

小学生　76.0％
中学生　70.0％

4ヶ月　96.0％
1歳6ヶ月　86.8％
3歳6ヶ月　71.7％

増加

小学校　80.0％

中学生　66.0％

小学生　92.0％

中学生　88.0％

人権啓発冊子配布割合（中学１年生対象）

日本語教室参加者数

ゲートキーパー研修受講者数

80.8％ 95.0％育てにくさを感じたときに対処できる親の割合

3.7％ 0％妊婦の喫煙率

90.0％ 増加むし歯のない３歳児の割合

72.6％ 90.0％保護者がこどもの仕上げみがきをしている割合

26.6％ 増加妊婦の歯科健診・保健指導受診率

10.2％ 減少産後1ヶ月時点での産後うつのハイリスク者の割合

2.2％ 増加産後ケア事業の利用率

100％ 100％乳幼児健診未受診者の把握率

0人 0人保育所等待機児童数

0人 0人放課後児童健全育成事業（学童）の待機児童数

2箇所 3箇所就労相談窓口の設置数

7箇所 8箇所地域子育て支援拠点整備数

91.6％ 95.0％この地域で子育てをしたいと思う親の割合

24人 40人

41.6％ 62.5％

就労支援プログラム参加者数

5団体 10団体こどもの居場所等に関する支援団体数

朝食を毎日食べている小・中学生の割合

小学生　84.9％
中学生　80.4％

小学生　89.0％

中学生　84.0％
学校に行くのが楽しいと思う小・中学生の割合

小学生　81.3％
中学生　64.2％

小学生　85.0％

中学生　67.0％
将来の夢や目標を持っている小・中学生の割合

小学生　83.5％
中学生　75.8％

小学生　88.0％

中学生　79.0％
自分には良いところがあると思う小・中学生の割合

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う小・中
学生の割合

乳幼児期に体罰や暴言、ネグレクト等によらない子育てを
している親の割合

4ヶ月　88.1％
1歳6ヶ月　82.5％
3歳6ヶ月　74.5％

4ヶ月　92.0％
1歳6ヶ月　85.0％
3歳6ヶ月　75.0％

ゆったりとした気分でこどもと過ごせる時間がある保護者
の割合

困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にい
つでも相談できると思う小・中学生の割合

小学生　97.0％
中学生　95.0％

小学生　100％
中学生　100％

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う小・
中学生の割合

就労支援事業等に参加した者のうち、就労した者及び就
労による収入が増加した者の割合

発行：羽曳野市　こどもえがお部　こども政策課
〒583-8585　大阪府羽曳野市誉田4-1-1
TEL：072-958-1111（代）


